
�Ô�Ô

�·�	
R�•	5	Û

�Ë�'"W�0

� W � ž � � � œ � _�· � Ê � [ �• � � � Ó 
 ) � ˜
� � � m � ” � · � : � Û � º � ¯ � Ä 
 Ç

�·�	� �¤�=�„�€�¾�×�„�b�ÿ�;�è�Ÿ	
�£�§�ê�ª�ˆ�•�w�¿�³�Ž�c
��	|�Ç�d
]�%�•�H� 
”�•�b�ä�U�b�é�Ç���y�b
N���Ÿ “�Ç	§�Œ�”
—	v
Ù�£�2�f�•�³�–�h
�Ç�‰�¿�ö�„�•�y�{�·�£�œ�Ž�c

�Ì��� �½�À�•�b�2�f�£
Û�¤�õ�ñ�•�	���Š�������� �©�•�������� �©�‹��� �b�Ž�=�ô
—�Ç�Ÿ�Œ�”
—	v

Ù�•�"�¾�Á�b�ˆ�Á�•�{�t�œ
—	v
Ù�2�f�£��
Ù	��•
Ô�´�b�¸�Š�V
’���Ì�Š���� . ���d�‹�³�B
	Ö�_���Š�� . ���d�‹�·�w�À�2�f�Ç�»�•�†�³�œ�‚	:�Œ�”�•�w�¿�³�Ž�c�•�“�•�	� �5�¬�Š�Á
�”
 ���¼
É� �b�4�•�£
N���Ÿ�2�f�£�c�•�V�Š�Á�›�y�³�Ž�c�•�	�•�Ž�Ž�´�b��
��£�—
8
� �½�¿�b���f�•	[�h� �…�¿
2�¾�Š�Á�”�ˆ�•� �½�¿�b�5���œ�¤�/�d�°�ž�£�¸�Š�£�2�f�•
�¥�ª�Š�Á�›�y�³�Ž�c

�Œ�€�Œ�b�Ó�� ���� �©�b�f�~�Ç �W�������¼�£���f�Q�h	��•	°�G�Œ�”�ˆ�•�Ç	ÿ�  �b �v�”�–�£�³
�–�·�	�Ç�-
�� �Œ�”�y�b�·�	� �P�¿�Ç�Ø�¿�±�Œ�”�y�b�’�£�t
¾�œ�� ��
��£�•�Ç�–�}�›
�� 
’ �� �Ì�£��
Ù�2�f��		�¥�Ç�²	Š�Š�•�b�Ó�� ���� �©� �¥�ª�y�”�Œ�³�Œ�”�c�� ���� �©�€�¾�¤�b
�˜�N�t�£�¸�Š �Š����. ���d�‹ �Ç�P�À�.
��·�w�Ä�•�›�¥�ª�Œ�›�•�¿�³�Ž�c�m�¬�+�©�¤�b		�¥�b
�.
��b�·�	�Ó�(	ð�b�t�h�Ó �
�� �˜ ��0†�•�h�Ó �
�� �˜ �� �£�½
ñ�+	ð�œ�£�¥�ª�•�Ÿ�¿�³�Ž�c

� W � ž � � � œ � _�· � Ê � [ �• � � � Ó 
 ) � ˜
� � � m � ” � · � : � Û � º � ¯ � Ä 
 Ç

�Ë�'"W �0 "[ �‰"U�� *� �~"V�� *� �ƒ�


�Ë�'"W�0

�Ë�'"W �0 "[ �‰"U�� *� �~"V�� *� �ƒ�
�ƒ�
�Ë�'"W

�Ë�'"W�0

�Ë�'"W �0 "[

�y�!�:�Ó � "T "Z"] "V"S "¡ "U"T"] "S"S
	°�z�¬�ª�q �� �¬�Ž�j�í�þ /ä �f�Â
8�j�í�þ
�j � ¬ 
 
 �� �� 
h�Š�Ž�j�í�þ /ä ���Ž�j�í�þ

�ô���|���Ç�b�õ
±�£�Š�»
—�¥�ª�˜� 	�
�
�£
˜
8�œ�Z�ÿ�Ž�À�ˆ�•�Ç
”�q�Œ�³�Ž�c

�»��	Ñ�%�Ä�£�y�À
8�Ç	Þ�µ�¥�ª�Þ�|�ä
�»��	h�Ï�����ó	5
˜�a�a�»���j�¬

���Ç�ª�˜�›�y�À�•�ˆ�Â

�”��	Ñ�%�2� �™�y�›�£�•�´�½�•���•

�·�		Ñ�o
d	5���h �'�(�/�, �
 �/�/ �� �/�/�'�)

�ß�·�	
j�	�¸�‘

�y�•�„ �»

�÷���˜�L �»

�ƒ�§�Ž �»

�"�[�ò�( �»

�» �­��

�Ô	3�>�Ü�æ�Ô	3�>�Ü�æ

�» ���×

�¼�·�	�f�Â
8�¼�·�	�f�Â
8

	Ý
ï�h�á
ï�L�Ô�·�	�k�÷	Ý
ï�h�á
ï�L�Ô�·�	�k�÷

 e e

�j�¬

��
3* �·�	�ç�ì
…

 c �ó�E�¢���=�q�� c �ó�E�¢���=�q��

�E�N�Q�p
À
y
…

 d
�E�N�Q�p
À
y
…

 d

�Â�ó�E
h�L�y
 ^ �•�M�7
��¢	Ô

�Â�ó�E
h�L�y
 ^ �•�M�7
��¢	Ô

�f�•�c�•
 b �u�Æ
˜

�f�•�c�•
 b �u�Æ
˜

�·�	�f�y�y
 a �³�½�ò�q	Û

�·�	�f�y�y
 a �³�½�ò�q	Û�d�¨�Á	Û  `�d�¨�Á	Û  `

�Â�ó�E
+�ˆ  _�Â�ó�E
+�ˆ  _

�·�	�* �+�%

�­�£
j

�.

�2�a
‘

a
�
˜

�·�	�Š �+�%

�*�·�	�¾

�Ï�Õ���N�ª

� Ú � 	 �V

�÷�a���a�›�a�L�a�Æ�a�W


���� 

	6�H� 

�¥�ª
¤

	Ö

101

7

	Ñ�%�2 .º�Ï�ä.»

�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ	3�>�Ü�æ

�¼�¼�¼�¼�¼�¼�·�	�f�Â
8�·�	�f�Â
8�·�	�f�Â
8�·�	�f�Â
8�·�	�f�Â
8�·�	�f�Â
8

�j�¬�j�¬�j�¬�j�¬�j�¬�j�¬

��

��

��

��

��
3* �·�	�ç�ì
…

�Ï�Õ���N�ª


���� 

	6�H� 

	Ñ�%�2 .º�Ï�ä.»

�†�¹�‚�p�Æ

�
�� �� �ƒ�»�?�Q��

�»�ô�
�à
�­��

�E�N�Q�p
À
y
…�E�N�Q�p
À
y
…�E�N�Q�p
À
y
…�E�N�Q�p
À
y
…�E�N�Q�p
À
y
…�E�N�Q�p
À
y
…

 d d d d d d

�ô�
�à�
 �·�	�f�Â
8�� �� �ƒ�»�?��

�È�Ž
�a�a�ô�
�Þ �| �õ �|

�Å �t�$�£�•
0�û�·�y�¾�˜�Œ�¸�y�³�Ž�£�œ�b�u�Æ
˜�£�‰�&�ÿ�£���¤�‰�Õ�D�„�•�Š�y
�³�Ž�½�{�b�•	ê�y�y�”�Œ�³�Ž�c

�Ô6µ�M�á�Ê�w�Ð�â
þ�µ�e�
�&�…�…
200�è

�|6¶�M�á�Ê
f��
�|6·���Ä�Ý�þ  40�è �|6º�á�Ê�

è�„�ß�þ  100�è

�|6¸�á�Ê�
�î�ó�ó�Ë�þ  130�è �|6»�›�œ�â��
0�;�…  100�è

�|6¹�

_�.�:���û�&  100�è �|6¼�z
f�x���v�•
f��  20 �è

�x

�Å�¥�ª
¡
s�Ÿ�ž� �½�¿�•	Ö�•�v�]�Ž�À
˜�½�•�‰�‹�y�³�Ž�c

�O�U �‰ �Q�N�…�Š�Â�©�k�y�!
�O�V �‰ �N�N�…	Ö�É�å��
�O�V �‰ �P�R�…�ü�J�)���E���
�>�4���J
�O�V �‰ �P�S�…
.
 �{ �¦�½�e�­
�O�V �‰ �Q�O�…���†
�P�N �‰ �N�N�…
â���{ 
d�Ÿ	Ù�¼�{ �Ü�Ê�x
�P�N �‰ �N�V�…
.
 �w�•
Ý�x�x
�P�N �‰ �O�N�…�
�›�Ï�¼

!ï"�"�"��̀ 
%

�|�°!•�g�x�	
�ƒ�
 !ß!×!Þ"� "� "�

�����ç�á�:�Ó 16"]009� 21"]00

� © � k � y � !

�ï
ð���û�&

8/  $"� %
�r�� !—!±

�|�°!•�g�x�	
�ƒ�
 !Ù"� !ß

�Î�Š 101 �í
�
�« 	Ñ9� �k��

�j�¬

��

�·�	�¾

�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô�Ô

�·�	
R�•	5	Û

�*�·�	�¾

�·�	�¾

�.
� �
�–�€�Ž�}��

�·�		Ñ�o
�à�à
d	5�à�à�»
�·�		Ñ�o
�à�à
d	5�à�à�»



　
平
成
26
年
に
制
作
・
運
行
さ
れ
た
２
基
目「
愛
季
」で
す
。
全
高
24
・
１
ｍ
、
城
郭
型
の
灯
籠
と
し
て
は
日
本
一

の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
台
車
だ
け
で
重
さ
20
ｔ
、
さ
ら
に
灯
籠
で
８
ｔ
の
重
さ
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
檜
山
城
城
主「
安
東
愛
季
」の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
勇
ま
し
い
武
者
絵
巻
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

ま
し
た
。
灯
籠
の
名
称
の「
愛
季
」も
安
東
氏
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
１
基
目
の
銀
板
写
真
を
基
に
制
作
し
た

「
嘉
六
」と
は
異
な
る
趣
で
、
橙
色
を
ベ
ー
ス
に
は
っ
き
り
と
し
た
色
合
い
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
明
治
時
代
の
銀
板
写
真
を
元
に
復
元
さ
れ
た
、
高
さ
五
丈
八
尺（
17
・
６
ｍ
）の
大
型
灯
籠
第
１
基
目
で
す
。　

こ
ち
ら
は
平
成
25
年
に
制
作
、
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
の「
嘉
六
」は
、
能
代
の
七
夕
行
事
で
最
初
に
名
古
屋
城

を
模
し
た
灯
籠
を
制
作
し
た
大
工「
宮
腰
屋
嘉
六
」の
名
前
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
文
献
は
能
代
の
大
火
で
焼
失
し
て
お
り
、
残
さ
れ
た
白
黒
の
銀
板
写
真
か
ら
当
時
の
色
彩
は
再
現
す
る

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
豪
華
絢
爛
な
が
ら
雅
な
色
合
い
で
纏
め
て
い
ま
す
。

隅御殿のその上に聳えるのは、織田信長の居城である安土城をモチーフにした
天守閣です。天守閣の上の一際巨大な鯱は、高さ５ｍもの大きさがあります。

●❶天守閣と鯱

牡丹の花と、安東氏の扇の家紋が描かれています。
●❼１段目「牡丹の花と家紋」

城郭の石垣には四聖獣である、青竜・朱雀・白虎・玄武が描かれ、各御殿の上
にも鯱が据えられています。

●❷７段目「隅御殿」
すみ　ご　てん

檜山安東氏と、雄物川上流域の大名湊氏との勇猛な戦のシーンが描かれていま
す。５段目では敵陣に攻め込む安東氏が、６段目には湊氏の攻撃を防ぐ息子の
実季氏が描かれています。

●❸５・６段目「戦の場面」

安東氏の逸話に、織田信長に鷹を献上したという文献が残っており、前面で安
東氏の家臣が織田信長に鷹を献上し、褒美の刀剣を賜る場面が描かれます。後
ろの面では、鷹の雛を捕獲する場面が描かれています。

●❻２段目「鷹献上場面」

安東氏が鶴形神社に絵馬を奉納したということから絵馬を。また正面の水色の
鳥居は鶴形檜山神社の石の鳥居をイメージしています。

●❹４段目「桜と鳥居」

一際目を引く龍は、安土桃山時代の戦船である「あたか船」の船首で、前後に
かけて描かれています。
４角に描かれているのは、当時の海上輸送に使われていた「北前船」です。左
右の面に描かれているのは、米代川上流から秋田杉を切り出し、筏に組んで米
代川を下り能代まで運んでいる場面です。豊臣秀吉が伏見城を築城する際、こ
の方法で秋田杉を大阪まで運んだという逸話があります。

●❺３段目「海上の船と秋田杉」

天守閣または本丸と呼ばれるこの部分は能代七夕では「本御殿」とよ
ばれております。その上には能代七夕が誇る巨大な鯱が据えられてお
り、この鯱は嘉六のもので高さが３ｍあります。

●❶天守閣と鯱

花灯籠と呼ばれるこの場所には、華やかな牡丹の花が描かれています。
●❼２段目「花灯籠」

紅白の幕の部分が１段目にあたります。
●❽１段目「紅白の幕」

櫓が四方に配置されており、一般的に「隅御殿」と呼ばれます。こち
らには石垣と鶴、松竹梅と雀など、縁起の良いとされるものが描かれ
ています。

●❷８段目「隅御殿」

波灯籠と呼ばれるこの部分は、豊かな水が蓄えられた城郭の堀。泳ぐ
のは赤青の夫婦鯉に亀、紅白の錦鯉と縁起がよい水辺の生き物を桜が
彩ります。

●❻３段目「波灯籠」

こちらは城郭の石垣と漆喰の壁に、門が配置されています。門は表を
「前御殿」裏側を「後御殿」と呼んでいます。

●❸７段目「石灯籠」

松が描かれるこの段には、名古屋城の襖絵を元に描かれた城内の風景
と武士公家を描いています。

●❹５・６段目「松」

桜が描かれるこの段は、華やかな花見の様子が描かれています。これ
は江戸時代の風俗画をモチーフに描かれました。

●❺４段目「桜」

灯
籠
絵
の
紹
介

❶天守閣と鯱天守閣と鯱

❷隅御殿隅御殿

❸戦の場面戦の場面

❹桜と鳥居桜と鳥居

❺鷹献上場面鷹献上場面

❻海上の船と秋田杉海上の船と秋田杉

天守閣と鯱❶天守閣と鯱

隅御殿❷隅御殿

石灯籠❸石灯籠

松❹松

桜❺桜

波灯籠❻波灯籠

花灯籠❼花灯籠
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し
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け
で
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さ
20
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ら
に
灯
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で
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ｔ
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あ
り
ま
す
。
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時
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城
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安
東
愛
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エ
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ソ
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ド
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ま
し
い
武
者
絵
巻
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ

高
さ
日
本
一
24
．１
ｍ

を
模
し
た
灯
籠
を
制
作
し
た
大
工「
宮
腰
屋
嘉
六
」

を
模
し
た
灯
籠
を
制
作
し
た
大
工「
宮
腰
屋
嘉
六
」の
名
前
か
ら
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
時
の
文
献

　
当
時
の
文
献
は
能
代
の
大
火
で
焼
失
し
て
お
り
、
残
さ
れ
た
白
黒
の
銀
板
写
真
か
ら
当
時
の
色
彩
は
再
現
す
る

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
豪
華
絢
爛
な
が
ら
雅
な
色
合
い
で
纏
め
て
い
ま
す
。

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
豪
華
絢
爛
な
が
ら
雅
な
色
合
い
で
纏
め
て
い
ま
す
。

こ
と
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
豪
華
絢
爛
な
が
ら
雅
な
色
合
い
で
纏
め
て
い
ま
す
。

一
世
紀
の
時
を
超
え
て
復
活
17
．６
ｍ

❼●❼ ❼●❽
牡丹の花と家紋 紅白の幕


